
⻘森県電⼦納品運⽤ガイドライン 新旧対照表 

現⾏（平成 30 年 5 ⽉ 1 ⽇） 改定（令和 2 年 4 ⽉ 1 ⽇） 備考 
第１章 はじめに 
 
１－１ ⻘森県電⼦納品運⽤ガイドラインの⽬的 
 ⻘森県電⼦納品運⽤ガイドライン(以下、｢本ガイドライン｣という。)は、『⻘森県 CALS/EC 整備基本構想及びアクションプ
ログラム（平成 16 年 9 ⽉）』に掲げている電⼦納品を実施するうえで、発注者及び受注者が電⼦納品の運⽤を円滑に実
施するために定めるものである。 
 
１－２ 本ガイドラインの取扱い 
 本ガイドラインは、国⼟交通省が定める電⼦納品要領・基準(以下、｢国要領等｣という。)のうち、⻘森県において運⽤する
ものについて補完したものであり、受発注者間での協議内容等について規定している。 
 
１－３ ⽤語の定義 

本ガイドラインで使⽤する⽤語の定義は、以下のとおりである。 
電⼦納品 : 電⼦納品とは、｢電⼦成果品を納品すること｣を指す。 
電⼦成果品 : 電⼦成果品とは、｢発注者に納品する成果品となる電⼦データ｣を指す。 
電⼦媒体 : 電⼦媒体とは、｢電⼦成果品を格納したＣＤ－Ｒ等｣を指す。 
電⼦データ : 電⼦データとは、「本ガイドライン及び国要領等に⽰されたファイルフォーマットに基づい

て作成した電⼦情報｣を指す。 
オリジナルファイル : オリジナルファイルとは、｢ＣＡＤ、ワープロ、表計算ソフト等で作成した電⼦データ｣を

指す。なお、オリジナルファイルにはスキャニング（紙原本しかないもの）によって作成し
た電⼦データ及び原本ＰＤＦファイル等でしか存在しない電⼦データを含む。 

 
１－４ 国の要領・基準等 

本ガイドラインと併せて、電⼦納品を実施する際に準⽤する国要領等は表１－１のとおりである。電⼦成果品の作成にあ
たり、本ガイドラインに記述した事項以外については国要領等に準じて作成すること。 
国要領等については、原則として表１－１にある要領等及び版次を使⽤するが、契約後に国要領等が策定または改定され
た場合など、別途考慮すべき事象が発⽣した際は、受発注者間の協議により、適⽤する国要領等を別途決定することができ
るものとする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第１章 はじめに 
 
１－１ ⻘森県電⼦納品運⽤ガイドラインの⽬的 
（改定無し） 
 
 
 
１－２ 本ガイドラインの取扱い 
 （改定無し） 
 
 
１－３ ⽤語の定義 

（改定無し） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１－４ 国の要領・基準等 

（改定無し） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



現⾏（平成 30 年 5 ⽉ 1 ⽇） 改定（令和 2 年 4 ⽉ 1 ⽇） 備考 
 

表１－１ 国⼟交通省が定める電⼦納品要領・基準 
分 類 要領等名称 改定年⽉ 

国
⼟
交
通
省 

⼟
⽊ 

測 量 測量成果電⼦納品要領 平成 28 年 3 ⽉ 
地質調査 地質・⼟質調査成果電⼦納品要領 平成 28 年 10 ⽉ 
設 計 ⼟⽊設計業務等の電⼦納品要領 平成 28 年 3 ⽉ 
⼯ 事 ⼯事完成図書の電⼦納品要領 平成 28 年 3 ⽉ 

全 般 
ＣＡＤ製図基準・同解説 平成 29 年 3 ⽉ 
デジタル写真管理情報基準 平成 28 年 3 ⽉ 

電
気
通
信
設
備 

設 計 ⼟⽊設計業務等の電⼦納品要領 電気通信設備編 平成 28 年 3 ⽉ 
⼯ 事 ⼯事完成図書の電⼦納品要領 電気通信設備編 平成 28 年 3 ⽉ 
全 般 ＣＡＤ製図基準 電気通信設備編 平成 29 年 3 ⽉ 

機
械
設
備 

設 計 ⼟⽊設計業務等の電⼦納品要領 機械設備⼯事編 平成 28 年 3 ⽉ 
⼯ 事 ⼯事完成図書の電⼦納品要領 機械設備⼯事編 平成 28 年 3 ⽉ 
全 般 ＣＡＤ製図基準 機械設備⼯事編 平成 29 年 3 ⽉ 

 
※ 以上については、国⼟交通省国⼟技術政策総合研究所のホームページ 

http://www.cals-ed.go.jp/ からダウンロードができる。 
 

１－５ 適⽤ 
本ガイドラインは、⻘森県県⼟整備部が実施する事業（建築・建築設備⼯事を除く。）のうち、共通仕様書等において電
⼦納品の対象と定められている⼯事及び業務委託に適⽤する。 
 
 
第２章 電⼦納品の対象範囲 
 
２－１ 電⼦納品の対象⼯事・業務委託 

電⼦納品の対象は、表２－１に⽰す共通仕様書を適⽤する⼯事及び業務委託とする。 
ただし、⼯事・業務委託の内容等から、電⼦納品を⾏うことが適当でない⼯事・業務委託については、電⼦納品の対象外

とすることができる。 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
表１－１ 国⼟交通省が定める電⼦納品要領・基準 

分 類 要領等名称 改定年⽉ 

国
⼟
交
通
省 

⼟
⽊ 

測 量 測量成果電⼦納品要領 平成 30 年 3 ⽉ 
地質調査 地質・⼟質調査成果電⼦納品要領 平成 28 年 10 ⽉ 
設 計 ⼟⽊設計業務等の電⼦納品要領 平成 31 年 3 ⽉ 
⼯ 事 ⼯事完成図書の電⼦納品要領 平成 31 年 3 ⽉ 

全 般 
ＣＡＤ製図基準・同解説 平成 29 年 3 ⽉ 
デジタル写真管理情報基準 平成 28 年 3 ⽉ 

電
気
通
信
設
備 

設 計 ⼟⽊設計業務等の電⼦納品要領 電気通信設備編 平成 31 年 3 ⽉ 
⼯ 事 ⼯事完成図書の電⼦納品要領 電気通信設備編 平成 31 年 3 ⽉ 
全 般 ＣＡＤ製図基準 電気通信設備編 平成 29 年 3 ⽉ 

機
械
設
備 

設 計 ⼟⽊設計業務等の電⼦納品要領 機械設備⼯事編 平成 31 年 3 ⽉ 
⼯ 事 ⼯事完成図書の電⼦納品要領 機械設備⼯事編 平成 31 年 3 ⽉ 
全 般 ＣＡＤ製図基準 機械設備⼯事編 平成 29 年 3 ⽉ 

 
※ 以上については、国⼟交通省国⼟技術政策総合研究所のホームページ 

http://www.cals-ed.go.jp/ からダウンロードができる。 
 
１－５ 適⽤ 
 （改定無し） 
 
 
 
第２章 電⼦納品の対象範囲 
 
２－１ 電⼦納品の対象⼯事・業務委託 

（改定無し） 
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現⾏（平成 30 年 5 ⽉ 1 ⽇） 改定（令和 2 年 4 ⽉ 1 ⽇） 備考 
 

表－２ 共通仕様書 
種  別 名  称 所  管 

⼟⽊⼯事 ⼟⽊⼯事共通仕様書 ⻘森県 県⼟整備部 
 

業務委託 
設計業務等共通仕様書 ⻘森県 県⼟整備部 
測量業務共通仕様書 ⻘森県 県⼟整備部 
地質・⼟質調査共通仕様書 ⻘森県 県⼟整備部 

 
２－２ 電⼦納品の対象とする書類 
２－２－１ ⼯事の電⼦納品の対象書類 

⼯事の電⼦納品の対象書類は、表２－２のとおりとする。各⼯事毎に、電⼦納品する書類を事前協議で決定する。 
 

表２－２ ⼯事の電⼦納品の対象書類 
書  類 作成者 フォルダ 管理ファイル ファイル形式 

⼯ 
 

事 

⼯ 事 管 理 情 報 受注者 － INDEX_C.XML XML 形式 
発 注 図 発注者 DRAWINGS DRAWINGS.XML SXF 形式 *2) 

打 合 せ 簿 *1) 
発注者 
受注者 

MEET MEET.XML PDF 形式 

施 ⼯ 管 理 資 料 *1) 受注者 MEET MEET.XML PDF 形式 
施 ⼯ 計 画 書 *1) 受注者 PLAN PLAN.XML PDF 形式 
使⽤材料承認願 受注者 － － － 
完 成 図 *3) 受注者 DRAWINGF DRAWINGF.XML  SXF 形式 *2) 
台 帳 デ ー タ *4) 受注者 REGISTER REGISTER.XML 各 種 
ボ ー リ ン グ デ ー タ*5) 受注者 BORING BORING.XML 各 種 
⼯ 事 写 真 帳 受注者 PHOTO PHOTO.XML JPEG 形式 
そ の 他 *6) 受注者 OTHRS OTHRS.XML 各 種 
i-Construction データ 受注者 ICON ICON.XML 各 種 

 
 
*1) オリジナルファイルを納品する場合は、直下に ORG フォルダを作成して格納する。 
*2) ＣＡＤ図⾯の電⼦納品については、原則 SXF 形式（P21 形式）またはそれを ZIP 形式により圧縮したもの

（P2Z 形式）とする。SFC 形式とする場合は受発注者間協議による。 
*3) 図⾯の電⼦化については、「第３章 ３－５（２）完成図」のとおり、受発注者の条件が整った場合に実施するも

のとする。 
*4) 台帳データについては、当⾯のところ格納しないこととするが、発注者から求めがあった場合はこの限りでない。データ

を格納する場合は、直下に ORGnnn（nnn は数字）フォルダを作成して格納する。 
*5) 地質・⼟質調査の電⼦データファイルについては、「地質・⼟質調査成果電⼦納品要領」に従い格納する。 
*6) オリジナルファイルを納品する場合は、直下に ORGnnn（nnn は数字）フォルダを作成して格納する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
２－２ 電⼦納品の対象とする書類 
２－２－１ ⼯事の電⼦納品の対象書類 

⼯事の電⼦納品の対象書類は、表２－２のとおりとする。各⼯事毎に、電⼦納品する書類を事前協議で決定する。 
 

表２－２ ⼯事の電⼦納品の対象書類 
書  類 作成者 フォルダ 管理ファイル ファイル形式 

⼯ 
 

事 

⼯ 事 管 理 情 報 受注者 － INDEX_C.XML XML 形式 
発 注 図 発注者 DRAWINGS DRAWINGS.XML SXF 形式 *2) 

打 合 せ 簿 *1) 
発注者 
受注者 

MEET MEET.XML PDF 形式 

施 ⼯ 管 理 資 料 *1) 受注者 MEET MEET.XML PDF 形式 
施 ⼯ 計 画 書 *1) 受注者 PLAN PLAN.XML PDF 形式 
使⽤材料承認願 受注者 － － － 
完 成 図 *3) 受注者 DRAWINGF DRAWINGF.XML  SXF 形式 *2) 
台 帳 デ ー タ *4) 受注者 REGISTER REGISTER.XML 各 種 
ボ ー リ ン グ デ ー タ*5) 受注者 BORING BORING.XML 各 種 
⼯ 事 写 真 帳 受注者 PHOTO PHOTO.XML JPEG 形式 
そ の 他 *6) 受注者 OTHRS OTHRS.XML 各 種 
i-Construction データ 受注者 ICON － 各 種 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
国交省版に準拠 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



現⾏（平成 30 年 5 ⽉ 1 ⽇） 改定（令和 2 年 4 ⽉ 1 ⽇） 備考 
２－２－２ 業務委託の電⼦納品の対象書類 

業務委託の電⼦納品の対象書類は、表２－３のとおりとする。各業務委託毎に、電⼦納品する書類を事前協議で決定
する。 

 
表２－３ 業務委託の電⼦納品の対象書類 

業  務 書  類 フォルダ 管理ファイル ファイル形式 

業 

務 

委 

託 

共 通 業 務 管 理 情 報 － INDEX_D.XML XML 形式 

設 計 
報 告 書 *1) REPORT REPORT.XML PDF 形式 
図  ⾯ DRAWING DRAWING.XML SXF 形式 
現 場 写 真 PHOTO PHOTO.XML JPEG 形式 

地質・⼟ 
質 調 査 

報 告 書 *1) REPORT REPORT.XML PDF 形式 
柱 状 図 
（概略柱状図） 

BORING BORING.XML 
PDF 形式 

(SXF 形式) 
図  ⾯ DRAWING DRAWING.XML SXF 形式 

コ ア 写 真 
BORING 

/PIC 
COREPIC.XML JPEG 形式 

⼟ 質 試 験 及 び 
地 盤 調 査 

BORING 
/TEST 

GRNDTST.XML 
STLIST.XML 

PDF 形式 

現 場 写 真 PHOTO PHOTO.XML JPEG 形式 

そ の 他 BORING － 各 種 

測 量 

報 告 書 *1) REPORT REPORT.XML PDF 形式 
測 量 記 録 SURVEY SURVEY.XML PDF 形式 

測 量 成 果 SURVEY SURVEY.XML 
SXF 形式 
(DM,DMI) 

そ の 他 SURVEY  － 各 種 

その他の 
業  務 

報 告 書 *1) REPORT REPORT.XML PDF 形式 
そ の 他 － － － 
i-Construction データ ICON ICON.XML 各 種 

 
 

*1)オリジナルファイルを納品する場合は、直下に ORG フォルダを作成して格納する。 
 
 
 
 
 
 
 

２－２－２ 業務委託の電⼦納品の対象書類 
業務委託の電⼦納品の対象書類は、表２－３のとおりとする。各業務委託毎に、電⼦納品する書類を事前協議で決定

する。 
 

表２－３ 業務委託の電⼦納品の対象書類 
業  務 書  類 フォルダ 管理ファイル ファイル形式 

業 

務 

委 

託 

共 通 業 務 管 理 情 報 － INDEX_D.XML XML 形式 

設 計 
報 告 書 *1) REPORT REPORT.XML PDF 形式 
図  ⾯ DRAWING DRAWING.XML SXF 形式 
現 場 写 真 PHOTO PHOTO.XML JPEG 形式 

地質・⼟ 
質 調 査 

報 告 書 *1) REPORT REPORT.XML PDF 形式 
柱 状 図 
（概略柱状図） 

BORING BORING.XML 
PDF 形式 

(SXF 形式) 
図  ⾯ DRAWING DRAWING.XML SXF 形式 

コ ア 写 真 
BORING 

/PIC 
COREPIC.XML JPEG 形式 

⼟ 質 試 験 及 び 
地 盤 調 査 

BORING 
/TEST 

GRNDTST.XML 
STLIST.XML 

PDF 形式 

現 場 写 真 PHOTO PHOTO.XML JPEG 形式 

そ の 他 
BORING 
/OTHRS 

－ 各 種 

測 量 

報 告 書 *1) REPORT REPORT.XML PDF 形式 
測 量 記 録 SURVEY SURVEY.XML PDF 形式 

測 量 成 果 SURVEY SURVEY.XML 
SXF 形式 
(DM,DMI) 

そ の 他 SURVEY  － 各 種 

その他の 
業  務 

報 告 書 *1) REPORT REPORT.XML PDF 形式 
そ の 他 － － － 
i-Construction データ ICON － 各 種 

 
*1) オリジナルファイルを納品する場合は、直下に ORG フォルダを作成して格納する。 
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現⾏（平成 30 年 5 ⽉ 1 ⽇） 改定（令和 2 年 4 ⽉ 1 ⽇） 備考 
第３章 ⼯事及び業務委託における電⼦納品 
 
３－１ 共通仕様書における記載について 

⻘森県県⼟整備部が制定する各共通仕様書において、電⼦納品に関する条項は、次のとおり明記されている。 
 

（抜粋）＜⼟⽊⼯事 共通仕様書での記載＞ 
〔第３編 ⼟⽊⼯事共通編 １－１－７ ⼯事完成図書の納品 第２項より〕 

請負者は、⼯事完成時に提出する資料について、次により電⼦納品を⾏うものとする。ただし、⼯事の内容等から、
電⼦納品を⾏うことが適当でない⼯事については、監督職員の承諾により、電⼦納品の対象外とすることができる。 
（１）電⼦納品にあたっては、「⻘森県電⼦納品運⽤ガイドライン」によるものとする。 
（２）電⼦納品の対象書類については、監督職員との事前協議により決定するものとする。 

 
（抜粋）＜委託業務 共通仕様書での記載＞ 

・設計業務等 共通仕様書〔第 1117 条 成果物の提出 第４項より〕 
・測量作業 共通仕様書〔第 18 条 成果物の提出 第４項より〕 
・地質・⼟質調査 共通仕様書〔第 118 条 成果品の提出 第４項より〕 

受注者は、「⻘森県電⼦納品運⽤ガイドライン」に基づいて作成した電⼦データにより、成果品を提出するものとす
る。なお、ガイドラインで特に記載が無い項⽬については、監督職員と協議のうえ決定するものとする。 

 
３－２ 事前協議について 

○ 電⼦納品対象の⼯事及び業務委託の着⼿時には、下記について受発注者間で事前協議を⾏い、決定した事項
については、本ガイドライン「第４章 ４－３⼯事における事前協議チェックシート」、または「４－４ 業務委託にお
ける事前協議チェックシート」に記⼊し、施⼯（業務）計画書に添付すること。 

受注者は、予めチェックシートを作成して、事前協議に臨むこととする。 
事前協議事項 
・準⽤する国要領等 
・電⼦納品の対象とする書類 
・電⼦データのファイル形式 
・電⼦媒体の種類 
・データのバックアップ体制 
・ウィルス対策 
・マイラー原図(業務委託の場合) 
・その他 

 
 
 
 
 

第３章 ⼯事及び業務委託における電⼦納品 
 
３－１ 共通仕様書における記載について 
（改定無し） 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
３－２ 事前協議について 
（改定無し） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



現⾏（平成 30 年 5 ⽉ 1 ⽇） 改定（令和 2 年 4 ⽉ 1 ⽇） 備考 
３－３ 成果品の提出について 

○ 成果品の提出については、下記を標準とする。下記以外の場合は、あらかじめ特記仕様書等に 
明⽰する。 

 
●電⼦媒体について（⼯事・業務委託共通） 

・１部 
 
●紙媒体について（委託業務） 

  ・電⼦納品の対象外とした資料・・・紙媒体の成果物 １部 
  ・報告書（簡易なファイルにとじたもの、図⾯含む）・・・１部 
  

●紙媒体について（⼯事） 
  ・電⼦納品の対象外とした資料・・・紙媒体の成果物 １部 

（施⼯管理資料については、電⼦納品の対象とした場合でも、紙媒体の成果物も納品するものとする。） 
  ・着⼯前・完成写真・・・紙媒体の成果物 １部 

（デジタルカメラで撮影したデータをプリントアウトしたもので差し⽀えない。） 
 

※業務委託で図⾯を電⼦納品する場合は、事前協議において調査職員が必要とした場合、マイラー原図の提出を求める
ことができる。 

 
なお、標準以外の場合は、特記仕様書の「第３章 成果品」において、成果品の部数を記載します。 

第 ３ 章    成 果 品 
第１条 成果品の提出 

成果品は共通仕様書で定める他、次のものを提出すること。 
  １． 報告書 
  （１）電⼦媒体（CD-ROM） １部 
  （２）紙媒体（簡易なファイルにとじたもの、図⾯含む） １部 

（３）マイラー原図  １式 
  ２． その他 

（１）現地測量写真集   部 
（２）ネガ  部、アルバム  部 

 
３－４ 電⼦成果品の作成 
３－４－１ 基本的な考え⽅ 

電⼦納品を⾏う成果品について、基本的な考え⽅は次の通りである。 
・電⼦化により、効率化が図られると判断されるものを対象とする。 
・再利⽤の可能性のある成果品は、可能な限り電⼦化する。 
・受発注者の打ち合わせにより、電⼦化が困難と判断されるものについては、現物または紙成果品による納品とする。 

 

３－３ 成果品の提出について 
（改定無し） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３－４ 電⼦成果品の作成 
３－４－１ 基本的な考え⽅ 

（改定無し） 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



現⾏（平成 30 年 5 ⽉ 1 ⽇） 改定（令和 2 年 4 ⽉ 1 ⽇） 備考 
３－４－２ 電⼦成果品の構成 

電⼦成果品構成は、国要領等に準ずる。 
 
 
３－４－３ 電⼦データのファイル形式 

（１）ＣＡＤデータ 
ＣＡＤデータの納品ファイル形式は、SXF(P21 または P2Z）形式を原則とする。 
ＳＸＦ形式による納品が困難な場合は、受発注者間の事前協議において、別のファイル形式とすることができる。 

 
 

（２）ファイル形式が国要領等に⽰されていないデータ 
国要領等にファイル形式が⽰されていない電⼦データについては、以下を原則とする。 

１）⽂書形式︓Microsoft Office Word 2010 に対応したファイル形式 
２）表 形 式︓Microsoft Office Excel 2010 に対応したファイル形式 
３）写真データ︓JPEG 形式（参考図は TIFF 形式でも可とする。） 

上記ファイル形式による納品が困難な場合においては、受発注者間の事前協議にて、別のファイル形式とすることが
できる。 

 
３－５ ⼯事の電⼦成果品の作成 

（１）管理ファイル 
受注者は、業務・⼯事の成果品のうち⼀部分でも電⼦納品を実施する場合は、管理ファイル（INDEX）を作成す

ること。管理ファイルは、市販の電⼦納品作成⽀援ツールを利⽤すると容易に作成することが可能である。 
なお、記⼊にあたっては県独⾃の部分があるので、本ガイドライン「第４章 参考資料４－１－１⼯事管理項⽬」を

参照すること。 
 

（２）完成図 
完成図とは、受注者が施⼯中に作成する図⾯のうち、 
・変更設計図の基となる図⾯ 
・承諾により発注図と異なる施⼯をする場合に作成した図⾯ 
などを指す。 

 
受注者は、完成図フォルダ(DRAWINGF)に完成図を格納する。 

また、完成図の作成に当たっては、表３－１のとおり取り扱うものとする。 
 
 
 
 
 
 

３－４－２ 電⼦成果品の構成 
（改定無し） 

 
 
３－４－３ 電⼦データのファイル形式 

（改定無し） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３－５ ⼯事の電⼦成果品の作成 

（改定無し） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



現⾏（平成 30 年 5 ⽉ 1 ⽇） 改定（令和 2 年 4 ⽉ 1 ⽇） 備考 
表３－１ 発注図の受け渡し⽅法及び完成図の作成⽅法の取り扱いについて 

発注図の受け渡し⽅法 完成図の作成⽅法 

発注者より「ＣＡＤ製図基準」に従ったＣＡＤ図⾯
を受け渡しされた場合 

「ＣＡＤ製図基準」に準じたＣＡＤ図⾯ 

発注者より「ＣＡＤ製図基準」に従わないＣＡＤ図
⾯を受け渡しされた場合 

紙図⾯またはＣＡＤ図⾯ 
（ＣＡＤ図⾯は、「ＣＡＤ製図基準」に準じる必要
はありません。） 

発注者より紙図⾯を受け渡された場合 
紙図⾯またはＣＡＤ図⾯ 
（ＣＡＤ図⾯の場合、「ＣＡＤ製図基準」の準拠に
ついて受発注者間で協議すること。） 

 
※完成図について、⻘森県県⼟整備部が実施する電⼦納品では、上記のとおり独⾃に定義し、運⽤することとする。 

 
（３）写真 

⼯事写真は、デジタル写真管理情報基準に従って作成する。 
有効画素数は 100 万〜300 万画素程度とし、ファイル容量は⼀枚当たり 300〜600KB 程度を⽬安とすること。 
撮影の際にズームを使⽤する際は画質低下を防⽌するため、デジタルズームは極⼒使⽤せず、光学ズームを使⽤

することが望ましい。 
 
 
３－６ 業務委託の電⼦成果品の作成 

（１）管理ファイル 
受注者は、業務・⼯事の成果品のうち⼀部分でも電⼦納品を実施する場合は、管理ファイル（INDEX）を作成す

る。管理ファイルは、市販の電⼦納品作成⽀援ツールを利⽤すると容易に作成することが可能である。 
なお、記⼊にあたっては県独⾃の部分があるので、本ガイドライン「第４章 参考資料４－１－７業務管理項⽬」を

参照すること。 
 

（２）写真 
参考写真及び現場写真については、報告書内へオブジェクトとして貼り付け、「デジタル写真管理情報基準」の対象

外とする。 
ただし、事前協議により写真等の原本を電⼦媒体で提出する必要があると認められた場合は、「デジタル写真管理

情報基準」に従い納品する。 
 

（３）図⾯のＣＡＤ製図基準適⽤範囲について 
詳細設計で作成する図⾯は、ＣＡＤ製図基準に従いＣＡＤデータを作成するものとする。概略設計及び予備設

計では、測量精度が担保されていない場合もあることなどから、これらの設計段階で作成する図⾯については、事前協
議によりＣＡＤ製図基準の適⽤を決定する。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３－６ 業務委託の電⼦成果品の作成 

（改定無し） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



現⾏（平成 30 年 5 ⽉ 1 ⽇） 改定（令和 2 年 4 ⽉ 1 ⽇） 備考 
３－７ 電⼦化が困難な成果品の取扱いについて 

○ 成果品のうち、電⼦化が困難なものの取扱いは受発注者間の協議において決めるが、無理な電⼦化は⾏わないこ
ととする。 

 
電⼦化が困難なものの例は以下のとおりである。 
 
●押印が必要であるため 

  ・鋼材、鉄筋のミルシート 
  ・セメントの品質証明 
  ・⾻材のアルカリ・シリカ反応性試験結果 
  ・廃棄物マニフェスト 
  ・⼆次製品の品質証明 
  ・コンクリートの品質試験 

●その他 
・特別なソフトがないと再現困難なもの 
・利⽤性がないもの 
・Ａ３より⼤きい図⾯ 

 
※これらの書類については、押印後にスキャンをかけるなど電⼦データ化してもよいこととするが、原則として原本を紙で提出す
る。 
 
３－８ 写真ファイルの編集について 

○ 写真ファイルについては、その原本性の保証の観点から、⼩⿊板情報の電⼦的記⼊及びファイル名の変更以外の
編集を⾏わないことを原則とするが、着⼯前・完成写真など、起終点や施⼯箇所明⽰の都合上、写真管理ソフト
で編集した⽅が望ましいと思われる場合は、編集した写真を納品してよいものとする。なお、写真の編集を⾏う場合
には、監督員（調査員）の承諾を得ること。 
また、写真の編集を⾏った場合は、編集前の写真（元データ）も含めて納品すること。 

 
 

写真ファイルの編集については、施⼯箇所の明⽰など最⼩限のものにとどめること。編集後の保存に関しては、元データの確
保及び編集後の画質低下に⼗分注意すること。 
なお、デジタル写真管理情報基準（案）は、平成 18 年１⽉版より写真管理項⽬における撮影年⽉⽇が必須になっている
ので注意すること。 
 
 
 
 
 
 

３－７ 電⼦化が困難な成果品の取扱いについて 
（改定無し） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３－８ 写真ファイルの編集について 
（改定無し） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



現⾏（平成 30 年 5 ⽉ 1 ⽇） 改定（令和 2 年 4 ⽉ 1 ⽇） 備考 
３－９ 電⼦成果品のチェックについて 

（１）⻘森県電⼦納品チェックシステム※１ によるチェック 
    受注者は、作成した電⼦成果品のフォルダ構成・名称、ファイル名称等が本ガイドライン及び各種電⼦納品要領に従

って作成されていることを確認する。確認には「⻘森県電⼦納品チェックシステム」を⽤いる。チェックの結果、エラーが発
⽣する場合は、その原因を確認の上、可能な限りエラーのない形で納品すること。 
「⻘森県電⼦納品チェックシステム」によるチェック結果（ＥＸＣＥＬ形式）をファイル出⼒し、電⼦媒体に格納する

とともに、紙媒体を電⼦媒体納品書に添付し提出すること。 
チェックシステムでは、次の内容等のチェックを⾏う。 
・ファイル名 
・管理項⽬ 
・管理ファイル（ＸＭＬ） 
・ＰＤＦファイルのセキュリティー 
・ＣＡＤファイルのレイヤ名 
 

※１「⻘森県電⼦納品チェックシステム」は、⻘森県庁のホームページから無償でダウンロードすることができる。なお、適
⽤にあたっては最新のバージョンのもので⾏うこと。 

URL︓http://www.pref.aomori.lg.jp/kotsu/build/cals.html 
 

（２）ＳＸＦビューア※２ による図⾯ファイルのチェック 
   受注者は、作成した図⾯ファイルが国の要領等（CAD 関係）に準じて作成されていることを確認する。確認には「SXF

ビューア」機能のあるソフトウェアを⽤いる。 
SXF ビューアでは、次の内容をチェックする。 
ア）必須項⽬（国の要領等に従った内容確認） 

・作図の内容（データ⽋落・⽂字化け等） 
・適切なレイヤに作図（レイヤの内容確認) 
・紙図⾯との整合（印刷時の⾒え⽅、印刷物とデータとの同⼀性の確認） 
・図⾯の⼤きさ（設定確認） 
・輪郭線の余⽩（設定確認） 
・表題欄（記載事項等内容確認） 
・線の太さ（設定確認） 
・縮尺（共通仕様書に⽰す縮尺） 

イ）任意項⽬（国の要領等の原則に合っていること） 
・線⾊ 
・線種 
・⽂字 

 
※2「SXF ビューア」機能のあるソフトウェアは、以下のオープン CAD フォーマット評議会(OCF)ホームページで公開されてい

る。 
URL︓http://www.ocf.or.jp/kentei/soft_ichiran.shtml 

３－９ 電⼦成果品のチェックについて 
  （改定無し） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



現⾏（平成 30 年 5 ⽉ 1 ⽇） 改定（令和 2 年 4 ⽉ 1 ⽇） 備考 
（３）ウィルスチェック 

受注者は、納品前に作成した電⼦媒体のウィルスチェックを⾏う。ウィルスチェックに使⽤したソフト名、ウィルス定義
⽇、チェック⽇をＣＤ－Ｒラベルに記載すること。 

なお、ウィルス定義⽇は納品⽇の１ヶ⽉以内とする。 
 
３－１０ 電⼦媒体について 

（１）電⼦媒体 
・使⽤する電⼦媒体は、ＣＤ－ＲまたはＤＶＤ－Ｒ（１層タイプ）を原則とする。ただし、発注者が別途指定する

場合はこの限りでない。 
 
 

（２）⼯事における電⼦媒体表記規則  
（省略） 

（３）業務委託における電⼦媒体表記規則  
（省略） 
 
３－１１ 検査（中間検査・完成検査等）について 

○ 業務においては、原則として紙による検査を⾏う。ただし、写真帳のみは電⼦データにより検査を⾏う。 
○ ⼯事においては、写真帳については電⼦データによる検査を⾏う。それ以外の書類については紙による検査を⾏う。 
○ ただし、電⼦データでの検査体制が受発注者双⽅で整った場合は、電⼦データによる検査を妨げない。 
○ 電⼦データによる検査を⾏う場合の機器の操作は、原則として受注者が⾏う。 

その際、受注者は、電⼦媒体の内容や閲覧⽤ソフトの機能を熟知する者を操作補助員としてつけても良い。 
○ 電⼦データによる検査を⾏うための準備（検査⽤機器等）は、原則として発注者が⾏う。 
○ ただし、受注者が使い慣れたデジタル写真管理ソフトを⽤いての検査を希望した場合においては、そのソフトが⼊った

パソコンで検査をしてもさしつかえない。 

 
（１）電⼦データによる検査の範囲について 

    検査は、写真帳については電⼦データによる検査を⾏う。それ以外の納品物については、当⾯、紙で検査を⾏うこととす
る。電⼦データでの検査の範囲については、次の表－６のとおり。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
３－１０ 電⼦媒体について 
  （改定無し） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３－１１ 検査（中間検査・完成検査等）について 
（改定無し） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



現⾏（平成 30 年 5 ⽉ 1 ⽇） 改定（令和 2 年 4 ⽉ 1 ⽇） 備考 
表－６ 電⼦データによる検査の範囲について 

業 

務 

書 

類 

報 告 書 紙による検査を⾏う。 
図   ⾯ 紙による検査を⾏う。 

 
写 真 帳 

 

納品された電⼦データによる検査を⾏う。 
パソコンによる検査は、ＣＤ－Ｒのデータを⽤いて⾏う。 

そ の 他 紙による検査を⾏う。 

⼯ 

事 

書 

類 

⼯事写真 
納品された電⼦データによる検査を⾏う。 
パソコンによる検査はＣＤ－Ｒを⽤いて⾏う。 

図    ⾯ 紙による検査を⾏う 
帳 票 類 紙による検査を⾏う 

 
（２）中間検査等の⼯事途中段階における検査を電⼦によって⾏う場合について 

    中間検査等の⼯事途中段階における検査を電⼦によって⾏う場合は、検査受験段階までの成果品をＣＤに焼き付
けたものについて検査を⾏う。なお、成果品の中に当該検査に該当しない箇所の写真等が含まれていてもさしつかえな
い。ＣＤ－Ｒの表記等については、Ｐ16,17 を参照とし、⼀番上などの⽬⽴つ場所に、「第○回中間検査」等の検
査の種類名が分かる記述をすること。 
また、「４－３ ⼯事および業務委託の電⼦納品媒体納品書」で⽰す URL に掲載している様式－１、２（電⼦

媒体納品書）も、備考欄に「第○回中間検査」等の検査の種類名が分かる記述をして提出すること。 
 
３－１２ 電⼦成果品の保管⽅法について 

○ 納品された電⼦成果品は、担当公所で責任を持って保管管理する。 
また、電⼦納品保管機器への登録にあたっては、「公共事業関連⽂書データベース（県⼟整備部内部のデータベ
ース）」の業務 FAQ→整備企画課→電⼦納品に掲載することとする。 

 
 
３－１３ 積算上の考え⽅ 

○ ⼯事完成図書の電⼦納品に係る費⽤については、現⾏の共通仮設費率で対応している。 
○ 業務委託成果品の電⼦納品に係る費⽤については、現⾏の電⼦成果品作成費で対応している。 

 
 
３－１４ Ｅ－ｍａｉｌを⽤いた情報交換について 

○ Ｅ－ｍａｉｌによる情報交換が有効と認められた場合には、受発注者双⽅で協議し、積極的に 
Ｅ－ｍａｉｌを⽤いて情報交換を⾏うこととする。 

Ｅ－ｍａｉｌを⽤いての情報交換は、⼯事あるいは業務の途中の情報共有⼿段として⾮常に有効である。受発注者
は、これを有効に活⽤し業務を進めること。なお、押印を伴うなど電⼦データ化しがたいものについては、従来通りとする。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３－１２ 電⼦成果品の保管⽅法について 
（改定無し） 
 
 
 
 
３－１３ 積算上の考え⽅ 

 

 

 

 
３－１４ Ｅ－ｍａｉｌを⽤いた情報交換について 
（改定無し） 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



現⾏（平成 30 年 5 ⽉ 1 ⽇） 改定（令和 2 年 4 ⽉ 1 ⽇） 備考 
第４章 参考資料 
４－１ 管理項⽬のＸＭＬチェックについて 

○ 電⼦納品を⾏う際には、「⻘森県電⼦納品チェックシステム」によりチェックを⾏うが、ＸＭＬによる基本情報の記述
は本章を参考にし、記述することとする。 

 
４－１－１ ⼯事管理項⽬ 
 電⼦媒体に格納する⼯事管理ファイル（INDEX_C.XML）に記⼊する⼯事管理項⽬は、下表に⽰すとおりである。なお、
下表は、⼀部の項⽬について、記⼊内容を⻘森県独⾃に変更している。（太字下線部分） 
 

表 4-1-1 工事管理項目（1/3） 

分類・項目名 記入内容 データ表現 文字数 記入者 必要度 

基
礎
情
報 

メディア番号 
提出した電子媒体の通し番号を記入する。単一の

電子媒体であれば 1 となる。 
半角数字 8 □ ◎ 

メディア総枚数 提出した電子媒体の総枚数を記入する。 半角数字 8 □ ◎ 

適用要領基準 

電子成果品の作成で適用した要領・基準の版(「土

木 201603-01」で固定)を記入する。 

(分野：土木、西暦年：2016、月：03、版：01) 

全角文字 

半角英数字 
30 ▲ ◎ 

施工計画書フォルダ名 

施工計画書を格納するために「PLAN」フォルダを

作成した場合は、フォルダ名称(PLAN で固定)を記

入する。 

半角英数大 

文字 
4 固定 ▲ ○ 

施工計画書オリジナルフ

ァイルフォルダ名 

施工計画書オリジナルファイルを格納するフォル

ダ名称(PLAN/ORG で固定)を記入する。 

半角英数大 

文字 
8 固定 ▲ ○ 

打合せ簿フォルダ名 

打合せ簿を格納するために「MEET」フォルダを作

成した場合は、フォルダ名称(MEET で固定)を記入

する。 

半角英数大 

文字 
4 固定 ▲ ○ 

打合せ簿オリジナルファ

イルフォルダ名 

打合せ簿オリジナルファイルを格納するフォルダ

名称(MEET/ORG で固定)を記入する。 

半角英数大 

文字 
8 固定 ▲ ○ 

写真フォルダ名 

写真を格納するために「PHOTO」フォルダを作成し

た場合はフォルダ名称(PHOTO で固定)を記入す

る。 

半角英数大 

文字 
5 固定 ▲ ○ 

工事完成図フォルダ名 

工事完成図を格納するために「DRAWINGF」フォル

ダを作成した場合はフォルダ名称（DRAWINGF で固

定）を記入する。 

半角英数大 

文字 
8 固定 ▲ ○ 

台帳フォルダ名 

台帳データを格納するためのフォルダ名称

「REGISTER」フォルダを作成した場合はフォルダ

名称（REGISTER で固定）を記入する。 

半角英数大

文字 
8 固定 ▲ ○ 

台
帳
オ
リ
ジ
ナ
ル

フ
ァ
イ
ル
フ
ォ
ル

ダ
情
報
※ 

台帳オリジナル

フォルダ名 

台帳オリジナルファイルを格納するフォルダ名称

（REGISTER/ORG001～nnn）を記入する（nnn は連

番を示す）。台帳オリジナルファイルフォルダがあ

る場合は必ず記入する。 

半角英数大

文字 
15 固定 ▲ ◎ 

台帳オリジナル

ファイルフォル

ダ日本語名 

台帳オリジナルファイルを格納するフォルダの日

本語名称を記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127  ▲ ◎ 

地質データフォルダ名 

地質データを格納するために｢BORING｣フォルダを

作成した場合はフォルダ名称(BORING で固定)を記

入する。 

半角英数大 

文字 
6 固定 ▲ ○ 

その他フォルダ名 

その他資料を格納するために「OTHRS」フォルダを

作成した場合はフォルダ名称(OTHRS で固定)を記

入する。 

半角英数大 

文字 
5 固定 ▲ ○ 

そ
の
他
オ
リ
ジ
ナ
ル

フ
ォ
ル
ダ
情
報
※ 

その他オリジナル

ファイルフォルダ

名 

その他オリジナルファイルを格納するフォルダ名

称(OTHRS/ORG001～nnn)を記入する(nnn は連番を

示す)。その他オリジナルフォルダがある場合は必

ず記入する。 

半角英数大 

文字 
12 固定 ▲ ◎ 

その他オリジナル

ファイルフォルダ

日本語名 

その他オリジナルファイルを格納するフォルダの

日本語名称を記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 ▲ ◎ 

第４章 参考資料 
４－１ 管理項⽬のＸＭＬチェックについて 
（改定無し） 
 
 
４－１－１ ⼯事管理項⽬ 
 電⼦媒体に格納する⼯事管理ファイル（INDEX_C.XML）に記⼊する⼯事管理項⽬は、下表に⽰すとおりである。なお、
下表は、⼀部の項⽬について、記⼊内容を⻘森県独⾃に変更している。（太字下線部分） 
 

表 4-1-1 工事管理項目（1/4） 

分類・項目名 記入内容 データ表現 文字数 記入者 必要度 

基
礎
情
報 

メディア番号 
提出した電子媒体の通し番号を記入する。単一の

電子媒体であれば 1 となる。 
半角数字 8 □ ◎ 

メディア総枚数 提出した電子媒体の総枚数を記入する。 半角数字 8 □ ◎ 

適用要領基準 

電子成果品の作成で適用した要領・基準の版(「土

木 201903-01」で固定)を記入する。 

(分野：土木、西暦年：2019、月：03、版：01) 

全角文字 

半角英数字 
30 ▲ ◎ 

施工計画書フォルダ名 

施工計画書を格納するために「PLAN」フォルダを

作成した場合は、フォルダ名称(PLAN で固定)を記

入する。 

半角英数大 

文字 
4 固定 ▲ ○ 

施工計画書オリジナルフ

ァイルフォルダ名 

施工計画書オリジナルファイルを格納するフォル

ダ名称(PLAN/ORG で固定)を記入する。 

半角英数大 

文字 
8 固定 ▲ ○ 

打合せ簿フォルダ名 

打合せ簿を格納するために「MEET」フォルダを作

成した場合は、フォルダ名称(MEET で固定)を記入

する。 

半角英数大 

文字 
4 固定 ▲ ○ 

打合せ簿オリジナルファ

イルフォルダ名 

打合せ簿オリジナルファイルを格納するフォルダ

名称(MEET/ORG で固定)を記入する。 

半角英数大 

文字 
8 固定 ▲ ○ 

写真フォルダ名 

写真を格納するために「PHOTO」フォルダを作成し

た場合はフォルダ名称(PHOTO で固定)を記入す

る。 

半角英数大 

文字 
5 固定 ▲ ○ 

工事完成図フォルダ名 

工事完成図を格納するために「DRAWINGF」フォル

ダを作成した場合はフォルダ名称（DRAWINGF で固

定）を記入する。 

半角英数大 

文字 
8 固定 ▲ ○ 

台帳フォルダ名 

台帳データを格納するためのフォルダ名称

「REGISTER」フォルダを作成した場合はフォルダ

名称（REGISTER で固定）を記入する。 

半角英数大

文字 
8 固定 ▲ ○ 

台
帳
オ
リ
ジ
ナ
ル

フ
ァ
イ
ル
フ
ォ
ル

ダ
情
報
※ 

台帳オリジナル

フォルダ名 

台帳オリジナルファイルを格納するフォルダ名称

（REGISTER/ORG001～nnn）を記入する（nnn は連

番を示す）。台帳オリジナルファイルフォルダがあ

る場合は必ず記入する。 

半角英数大

文字 
15 固定 ▲ ◎ 

台帳オリジナル

ファイルフォル

ダ日本語名 

台帳オリジナルファイルを格納するフォルダの日

本語名称を記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127  ▲ ◎ 

地質データフォルダ名 

地質データを格納するために｢BORING｣フォルダを

作成した場合はフォルダ名称(BORING で固定)を記

入する。 

半角英数大 

文字 
6 固定 ▲ ○ 

その他フォルダ名 

その他資料を格納するために「OTHRS」フォルダを

作成した場合はフォルダ名称(OTHRS で固定)を記

入する。 

半角英数大 

文字 
5 固定 ▲ ○ 

そ
の
他
オ
リ
ジ
ナ
ル

フ
ォ
ル
ダ
情
報
※ 

その他オリジナル

ファイルフォルダ

名 

その他オリジナルファイルを格納するフォルダ名

称(OTHRS/ORG001～nnn)を記入する(nnn は連番を

示す)。その他オリジナルフォルダがある場合は必

ず記入する。 

半角英数大 

文字 
12 固定 ▲ ◎ 

その他オリジナル

ファイルフォルダ

日本語名 

その他オリジナルファイルを格納するフォルダの

日本語名称を記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 ▲ ◎ 

 
 
 
 
 
国交省版に準拠 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



現⾏（平成 30 年 5 ⽉ 1 ⽇） 改定（令和 2 年 4 ⽉ 1 ⽇） 備考 
表 4-1-1 工事管理項目（2/3） 

分類・項目名 記入内容 データ表現 文字数 記入者 必要度 

工
事
件
名
等 

発注年度 工事の発注年度を西暦 4 桁で記入する。 半角数字 4 固定 □ ◎ 

工事番号 
工事番号のみを記入する。日本語の記入は行わ

ないこととする。 
半角英数字 127 □ ◎ 

工事名称 

工事番号+工事名称を記入する。工事番号と工

事名称の間にスペ-スは入れないこととする。

なお、工事番号の数字は半角で記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 ■ ◎ 

工事実績システム登録番号 

コリンズ・テクリスセンターが発行する受領書

に記載される番号を記入する。コリンズ登録番

号がない工事は｢0｣を記入する。 

半角数字 

- 

(HYPHEN-MINUS) 

11 ■ ◎ 

工事分野 
コリンズの「公共事業の分野」に従って記入す

る。 

全角文字 

半角英数字 
16 ■ ◎ 

工事業種 
コリンズの「本件登録工事の受注に対応した建

設許可業種」に従って記入する。 

全角文字 

半角英数字 
16 ■ ◎ 

工
種-

工
法

型
式
※ 

工種 
コリンズの「工種・工法・型式」の「工種」を

記入する。(複数記入可) 

全角文字 

半角英数字 
127 ■ ◎ 

工法型式 
コリンズの「工種、工法・型式」の「工法・型

式」を記入する。(複数記入可) 

全角文字 

半角英数字 
127 ■ ◎ 

住
所
情

報
※ 

住所 
該当地域の住所を記入する。(複数記入可) 

契約書に記載されている住所を記入すること。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ◎ 

工期開始日 

工期の開始日の年月日を CCYY-MM-DD 方式で記

入する。月または日が 1 桁の数の場合「0」を

付加して、必ず 10 桁で記入する。(CCYY：西暦

の年数、MM：月、DD：日) 

例)平成 20 年 11 月 1 日→2008-11-01 

半角数字 

- 

(HYPHEN-MINUS) 

10 固定 ■ ◎ 

工期終了日 

工期の終了日の年月日を CCYY-MM-DD 方式で記

入する。月または日が 1 桁の数の場合「0」を

付加して、必ず 10 桁で記入する。(CCYY：西暦

の年数、MM：月、DD：日) 

例)平成 21 年 3月 31 日→2009-03-31 

半角数字 

- 

(HYPHEN-MINUS) 

10 固定 ■ ◎ 

工事内容 工事概要及び主工種とその数量を記入する。 
全角文字 

半角英数字 
127 □ ◎ 

場
所
情
報 

測地系 

日本測地系、世界測地系(JGD2000、JGD2011)の

区分コ-ドを記入する。日本測地系は「00」、世

界測地系(JGD2000)は「01」、世界測地系

(JGD2011)は「02」を記入する。 

半角数字 2 固定 □ ◎ 

水
系-

路
線
情
報
※ 

対象水系路線名 

テクリスの路線・水系名等に従って記入する。

複数の路線水系にまたがる工事の場合、関連す

る路線水系名を記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 ■ ○ 

現道-旧道区分 
「現道：1」、「旧道：2」、「新道：3」、「未調

査：0」のいずれかを記入する。 
半角数字 1 固定 □ ○ 

対象河川コ-ド 発注者からの指示がある場合のみ記入。 半角数字 10 固定 □ ○ 

左右岸上下線コ-ド 発注者からの指示がある場合のみ記入。 半角数字 2 固定 □ ○ 

測
点
情
報

※

起点側測点-n 発注者からの指示がある場合のみ記入。 半角数字 4 固定 □ ○ 

起点側測点-m 発注者からの指示がある場合のみ記入。 半角数字 3 固定 □ ○ 

終点側測点-n 発注者からの指示がある場合のみ記入。 半角数字 4 固定 □ ○ 

終点側測点-m 発注者からの指示がある場合のみ記入。 半角数字 3 固定 □ ○ 

距
離
標
情

報
※

起点側距離標-n 発注者からの指示がある場合のみ記入。 半角数字 3 固定 □ ○ 

起点側距離標-m 発注者からの指示がある場合のみ記入。 半角数字 3 固定 □ ○ 

終点側距離標-n 発注者からの指示がある場合のみ記入。 半角数字 3 固定 □ ○ 

終点側距離標-m 発注者からの指示がある場合のみ記入。 半角数字 3 固定 □ ○ 

 
 
 
 
 
 

表 4-1-1 工事管理項目（2/4） 

分類・項目名 記入内容 データ表現 文字数 記入者 必要度 

工
事
件
名
等 

発注年度 工事の発注年度を西暦 4 桁で記入する。 半角数字 4 固定 □ ◎ 

工事番号 
工事番号のみを記入する。日本語の記入は行

わないこととする。 
半角英数字 127 □ ◎ 

工事名称 

工事番号+工事名称を記入する。工事番号と工

事名称の間にスペ-スは入れないこととする。

なお、工事番号の数字は半角で記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 ■ ◎ 

工事実績システム登録番号 

コリンズ・テクリスセンターが発行する受領

書に記載される番号を記入する。コリンズ登

録番号がない工事は｢0｣を記入する。 

半角英数字 11 ■ ◎ 

工事分野 
コリンズの「公共事業の分野」に従って記入

する。 

全角文字 

半角英数字 
16 ■ ◎ 

工事業種 
コリンズの「本件登録工事の受注に対応した

建設許可業種」に従って記入する。 

全角文字 

半角英数字 
16 ■ ◎ 

工
種-

工
法

型
式
※ 

工種 
コリンズの「工種・工法・型式」の「工種」

を記入する。(複数記入可) 

全角文字 

半角英数字 
127 ■ ◎ 

工法型式 
コリンズの「工種、工法・型式」の「工法・

型式」を記入する。(複数記入可) 

全角文字 

半角英数字 
127 ■ ◎ 

住
所
情
報
※ 

住所コード 

該当地域の住所コ-ドをコリンズの表より選択

し記入する。該当がない場合は「99999」とす

る(複数入力可)。 

半角数字 5 固定 □ ◎ 

住所 

該当地域の住所を記入する。(複数記入可) 

契約書に記載されている住所を記入するこ

と。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ◎ 

工期開始日 

工期の開始日の年月日を CCYY-MM-DD 方式で記

入する。月または日が 1 桁の数の場合「0」を

付加して、必ず 10 桁で記入する。(CCYY：西

暦の年数、MM：月、DD：日) 

例)平成 20 年 11 月 1 日→2008-11-01 

半角数字 

- 

(HYPHEN-MINUS) 

10 固定 ■ ◎ 

工期終了日 

工期の終了日の年月日を CCYY-MM-DD 方式で記

入する。月または日が 1 桁の数の場合「0」を

付加して、必ず 10 桁で記入する。(CCYY：西

暦の年数、MM：月、DD：日) 

例)平成 21 年 3月 31 日→2009-03-31 

半角数字 

- 

(HYPHEN-MINUS) 

10 固定 ■ ◎ 

工事内容 工事概要及び主工種とその数量を記入する。 
全角文字 

半角英数字 
500 □ ◎ 

場
所
情
報 

測地系 

日本測地系、世界測地系(JGD2000、JGD2011)

の区分コ-ドを記入する。日本測地系は

「00」、世界測地系(JGD2000)は「01」、世界測

地系(JGD2011)は「02」を記入する。 

半角数字 2 固定 □ ◎ 

水
系-
路
線
情
報
※ 

対象水系路線名 

テクリスの路線・水系名等に従って記入す

る。複数の路線水系にまたがる工事の場合、

関連する路線水系名を記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 ■ ○ 

現道-旧道区分 
「現道：1」、「旧道：2」、「新道：3」、「未調

査：0」のいずれかを記入する。 
半角数字 1 固定 □ ○ 

対象河川コ-ド 発注者からの指示がある場合のみ記入。 半角数字 10 固定 □ ○ 

左右岸上下線コ-ド 発注者からの指示がある場合のみ記入。 半角数字 2 固定 □ ○ 

測
点
情
報

※

起点側測点-n 発注者からの指示がある場合のみ記入。 半角数字 4 固定 □ ○ 

起点側測点-m 発注者からの指示がある場合のみ記入。 半角数字 3 固定 □ ○ 

終点側測点-n 発注者からの指示がある場合のみ記入。 半角数字 4 固定 □ ○ 

終点側測点-m 発注者からの指示がある場合のみ記入。 半角数字 3 固定 □ ○ 

距
離
標
情

報
※

起点側距離標-n 発注者からの指示がある場合のみ記入。 半角数字 3 固定 □ ○ 

起点側距離標-m 発注者からの指示がある場合のみ記入。 半角数字 3 固定 □ ○ 

終点側距離標-n 発注者からの指示がある場合のみ記入。 半角数字 3 固定 □ ○ 

終点側距離標-m 発注者からの指示がある場合のみ記入。 半角数字 3 固定 □ ○ 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



現⾏（平成 30 年 5 ⽉ 1 ⽇） 改定（令和 2 年 4 ⽉ 1 ⽇） 備考 
表 4-1-1 工事管理項目（3/3） 

分類・項目名 記入内容 データ表現 文字数 記入者 必要度 

場
所
情
報 

境
界
座
標
情
報 

西側境界座標経度 

対象領域の最西端の外側境界の経度を記入する。 

度(4 桁)分(2 桁)秒(2 桁) 

対象領域が西経の場合は、頭文字に「-」(HYPHEN-

MINUS)を含み 4桁を記入する。 

該当がない場合は「99999999」とする。 

半角数字 

- 

(HYPHEN-MINUS) 

8 □ ◎ 

東側境界座標経度 

対象領域の最東端の外側境界の経度を記入する。 

度(4 桁)分(2 桁)秒(2 桁) 

対象領域が西経の場合は、頭文字に「-」(HYPHEN-

MINUS)を含み 4桁を記入する。 

該当がない場合は「99999999」とする。 

半角数字 

- 

(HYPHEN-MINUS) 

8 □ ◎ 

北側境界座標緯度 

対象領域の最北端の外側境界の緯度を記入する。 

度(4 桁)分(2 桁)秒(2 桁) 

対象領域が南緯の場合は、頭文字に「-」(HYPHEN-

MINUS)を含み 4桁を記入する。 

該当がない場合は「99999999」とする。 

半角数字 

- 

(HYPHEN-MINUS) 

8 □ ◎ 

南側境界座標緯度 

対象領域の最南端の外側境界の緯度を記入する。 

度(4 桁)分(2 桁)秒(2 桁) 

対象領域が南緯の場合は、頭文字に「-」(HYPHEN-

MINUS)を含み 4桁を記入する。 

該当がない場合は「99999999」とする。 

半角数字 

- 

(HYPHEN-MINUS) 

8 □ ◎ 

施
設
情
報 

施設名称 施設名称を記入する。 
全角文字 

半角英数字 
127 □ ○ 

発
注
者
情
報 

発注者-大分類 
コリンズの「発注機関名・中分類」に従い、発注者

の官庁名、団体名等を記入する。 

全角文字 

半角英数字 
16 ■ ◎ 

発注者-中分類 
コリンズの「発注機関名・小分類」に従い、発注者

の局名、支社名等を記入する。 

全角文字 

半角英数字 
32 ■ ◎ 

発注者-小分類 

コリンズの「発注機関名・細分類」に従い記入す

る。 

「発注機関名・細分類」が空白の場合は、記入は不

要とする。 

全角文字 

半角英数字 
30 ■ ◎ 

発注者コ-ド 発注機関の発注者コ-ドを記入する。 半角数字 8 固定 ■ ◎ 

受
注
者
情
報 

受注者名 
受注者の正式名称を記入する。JV の場合は、JV の

正式名称及び代表会社名を続けて記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 ■ ◎ 

受注者コ-ド 
建設業許可番号の-(ハイフン)を除いた 8 桁の番号

とする。 
半角数字 127 □ ○ 

予 備 特記事項がある場合に記入する。(複数記入可) 
全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

ソフトメーカー用 TAG 
ソフトメーカーが管理のために使用する。(複数記

入可) 

全角文字 

半角英数字 
127 ▲ △ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4-1-1 工事管理項目（3/4） 

分類・項目名 記入内容 データ表現 文字数 記入者 必要度 

場
所
情
報 

境
界
座
標
情
報 

西側境界座標経度 

対象領域の最西端の外側境界の経度を記入する。 

度(4 桁)分(2 桁)秒(2 桁) 

対象領域が西経の場合は、頭文字に「-」(HYPHEN-

MINUS)を含み 4桁を記入する。 

該当がない場合は「99999999」とする。 

半角数字 

- 

(HYPHEN-MINUS) 

8 □ ◎ 

東側境界座標経度 

対象領域の最東端の外側境界の経度を記入する。 

度(4 桁)分(2 桁)秒(2 桁) 

対象領域が西経の場合は、頭文字に「-」(HYPHEN-

MINUS)を含み 4桁を記入する。 

該当がない場合は「99999999」とする。 

半角数字 

- 

(HYPHEN-MINUS) 

8 □ ◎ 

北側境界座標緯度 

対象領域の最北端の外側境界の緯度を記入する。 

度(4 桁)分(2 桁)秒(2 桁) 

対象領域が南緯の場合は、頭文字に「-」(HYPHEN-

MINUS)を含み 4桁を記入する。 

該当がない場合は「99999999」とする。 

半角数字 

- 

(HYPHEN-MINUS) 

8 □ ◎ 

南側境界座標緯度 

対象領域の最南端の外側境界の緯度を記入する。 

度(4 桁)分(2 桁)秒(2 桁) 

対象領域が南緯の場合は、頭文字に「-」(HYPHEN-

MINUS)を含み 4桁を記入する。 

該当がない場合は「99999999」とする。 

半角数字 

- 

(HYPHEN-MINUS) 

8 □ ◎ 

施
設
情
報
※ 

施設コード 

施設コードを記入する。  

(0101)橋梁、(0102)横断歩道橋、(0103)トンネル、

(0104)シェッド、(0105)大型カルバート、(0106)門

型標識等、(0199)その他（道路分野）、(0201)ダ

ム、(0202)砂防、(0203)災害復旧、(0204)堤防、

(0205)水門、(0206)河川、(0207)樋門・樋管、

(0208)河川構造物、(0299)その他(河川分野)、

(0501)直轄砂防施設、(0599)その他（河川分野）、

(0601)都市公園、(0699)その他(公園)、(9999)その

他(上記 4分野以外の施設) 

半角数字 4 □ ○ 

施設名称 施設名称を記入する。 
全角文字 

半角英数字 
127 □ ○ 

測地系 

日本測地系(旧測地系)、世界測地系

(JGD2000,JGD2011)の区分コードを記入する。日本

測地系は「00」、世界測地系(JGD2000)は「01」、世

界測地系(JGD2011)は「02」を記入する。 

半角数字 2 固定 □ ○ 

緯
度
経
度*

1
)
 

施設情報 

緯度 

施設の代表点の緯度を記入する。  

度（4桁） 分（2 桁） 秒（2桁）  

対象領域が南緯の場合は、頭文字に「-」  

（HYPHEN-MINUS）を含み 4桁とする。  

半角数字  

-  

（HYPHEN-  

MINUS）  

8 

□ ○ 

施設情報 

経度 

施設の代表点の緯度を記入する。  

度（4桁） 分（2 桁） 秒（2桁）  

対象領域が西経の場合は、頭文字に「-」  

（HYPHEN-MINUS）を含み 4桁とする。  

半角数字  

-  

(HYPHEN-  

MINUS)  

8 

平
面
直
角
座
標*

1
)
 

施設情報  

平面直角座標  

系番号 *2)  

施設の代表点の平面直角座標（19 系）の系番号を

記入する。 
半角数字 2 

□ ○ 

施設情報  

平面直角座標  

X 座標  

施設の代表点の平面直角座標（19 系）を X 座標で

記入する。（m）  

半角数字  

-  

(HYPHEN-  

MINUS) 

11 

施設情報  

平面直角座標  

Y 座標  

施設の代表点の平面直角座標（19 系）を Y 座標で

記入する。（ｍ）  

半角数字  

-  

(HYPHEN-  

MINUS) 

11 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



現⾏（平成 30 年 5 ⽉ 1 ⽇） 改定（令和 2 年 4 ⽉ 1 ⽇） 備考 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全角文字と半角英数字が混在している項目については、全角の文字数を示しており、半角英数字 2

文字で全角文字 1文字に相当する。表に示している文字数以内で記入する。 

【記入者】■：コリンズから出力される XML ファイル（コリンズ提出用ディスクのファイルフォー

マット）から取り込むことが可能な項目。 

□：電子成果品作成者が記入する項目。 

▲：電子成果品作成ソフト等が自動的に記入する項目。 

【必要度】◎：必須記入。 

       ○：条件付き必須記入。（データが分かる場合は必ず記入する。） 

       △：任意記入。 

※複数ある場合は、この項を必要な回数繰り返す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 4-1-1 工事管理項目（4/4） 

分類・項目名 記入内容 データ表現 文字数 記入者 必要度 

発
注
者
情
報 

発注者-大分類 
コリンズの「発注機関名・中分類」に従い、発注者

の官庁名、団体名等を記入する。 

全角文字 

半角英数字 
16 ■ ◎ 

発注者-中分類 
コリンズの「発注機関名・小分類」に従い、発注者

の局名、支社名等を記入する。 

全角文字 

半角英数字 
32 ■ ◎ 

発注者-小分類 

コリンズの「発注機関名・細分類」に従い記入す

る。 

「発注機関名・細分類」が空白の場合は、記入は不

要とする。 

全角文字 

半角英数字 
30 ■ ◎ 

発注者コ-ド 発注機関の発注者コ-ドを記入する。 半角数字 8 固定 ■ ◎ 

受
注
者
情
報 

受注者名 
受注者の正式名称を記入する。JV の場合は、JV の

正式名称及び代表会社名を続けて記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 ■ ◎ 

受注者コ-ド 
建設業許可番号の-(ハイフン)を除いた 8 桁の番号

とする。 
半角数字 127 □ ○ 

予 備 特記事項がある場合に記入する。(複数記入可) 
全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

ソフトメーカー用 TAG 
ソフトメーカーが管理のために使用する。(複数記

入可) 

全角文字 

半角英数字 
127 ▲ △ 

 
全角文字と半角英数字が混在している項目については、全角の文字数を示しており、半角英数字 2

文字で全角文字 1文字に相当する。表に示している文字数以内で記入する。 

【記入者】■：コリンズから出力される XML ファイル（コリンズ提出用ディスクのファイルフォー

マット）から取り込むことが可能な項目。 

□：電子成果品作成者が記入する項目。 

▲：電子成果品作成ソフト等が自動的に記入する項目。 

【必要度】◎：必須記入。 

       ○：条件付き必須記入。（データが分かる場合は必ず記入する。） 

       △：任意記入。 

※複数ある場合は、この項を必要な回数繰り返す。 

 

*1) 緯度経度、平面直角座標のいずれか一方のみを記入する。  

*2) 平面直角座標系番号の詳細については、国土地理院のホームページを参照する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



現⾏（平成 30 年 5 ⽉ 1 ⽇） 改定（令和 2 年 4 ⽉ 1 ⽇） 備考 
4-1-2 打合せ簿管理項目 

 電⼦媒体に格納する打合せ簿管理ファイル（MEET.XML）に記⼊する管理項⽬は、下表に⽰すとおりである。 
表 4-1-2 打合せ簿管理項目（1/2） 

分類・項目名 記入内容 データ表現 文字数 記入者 必要度 

打
合
せ
簿
情
報 

※ 

シリアル番号 

打合せ簿の通し番号を記入する。連番を原則と

するが、やむをえない理由がある場合は中抜け

(欠番)してもよい。 

12 番目を「00012」のように 0を付けて表現し

てはいけない。 

半角数字 5 □ ◎ 

 

上位打合せ簿シリア

ル番号 

当該打合せ簿から派生した上位にあたる打合せ

簿のシリアル番号を記入する。(本項目はシリア

ル番号の属性として保持) 

例）シリアル番号「20」の打合せ簿の上位にシ

リアル番号「5」の打合せ簿が該当する場合は、

「5」と記入する。 

半角英数字 15 □ ○ 

下位打合せ簿シリア

ル番号 

当該打合せ簿が派生した下位にあたる打合せ簿

のシリアル番号を記入する。(本項目はシリアル

番号の属性として保持) 

例）シリアル番号「5」の打合せ簿の下位にシリ

アル番号「20」の打合せ簿が該当する場合は、

「20」と記入する。 

半角英数字 15 □ ○ 

工事帳票種類 

「打合せ簿」「工事履行報告書」「材料確認願」

「段階確認書」「確認・立会願」の工事帳票の鑑

の種類を記入する 

全角文字 

半角英数字 
16 □ ◎ 

打合せ簿種類 

発議事項を記入する。(「指示」「承諾」「協議」

「提出」「報告」「通知」「確認」「立会」「その

他」) 

全角文字 

半角英数字 
16 □ ◎ 

打合せ簿名称 
打合せ簿の標題もしくは打合せ簿の内容を簡潔

に記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ◎ 

管理区分 

「施工計画」「施工体制」「施工管理」「安全管

理」「工程管理」「出来形管理」「品質管理」「契

約変更」「その他」等の管理区分を記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ○ 

関
連
資
料 

図面ファイル名 
関連する図面がある場合は、図面管理項目の

「図面ファイル名」を記入する。(複数記入可) 

半角英数大 

文字 
12 固定 □ △ 

シリアル番号 
関連する写真がある場合は、写真管理項目の

「シリアル番号」を記入する。(複数記入可) 
半角数字 7 □ △ 

作成者 

打合せ簿の作成者を記入する。 

(受注者：現場代理人、監理技術者 等) 

(発注者：監督職員 等) 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ◎ 

提出先 
打合せ簿の提出先(発注者、受注者)を記入す

る。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ◎ 

発行日付 

発行元が打合せ簿を発行した年月日を CCYY-MM-

DD 方式で記入する。月または日が 1 桁の数の場

合「0」を付加して、必ず 10 桁で記入する。

(CCYY：西暦の年数、MM：月、DD：日) 

例)平成 20 年 12 月 10 日→2008-12-10 

半角数字 

- 

(HYPHEN-MINUS) 

10 固定 □ ◎ 

受理日付 

提出先担当者(請負者:現場代理人、監理技術者

等、発注者:監督職員等)が打合せ簿を受理した

年月日を CCYY-MM-DD 方式で記入する。月または

日が 1桁の数の場合「0」を付加して、必ず 10

桁で記入する。(CCYY：西暦の年数、MM：月、

DD：日) 

例)平成 20 年 12 月 10 日→2008-12-10 

半角数字 

- 

(HYPHEN-MINUS) 

10 固定 □ ◎ 

完了日付 

発注者又は請負者が処理・回答した年月日があ

る場合は CCYY-MM-DD 方式で記入する。月または

日が 1桁の数の場合「0」を付加して、必ず 10

桁で記入する。(CCYY：西暦の年数、MM：月、

DD：日) 

例)平成 20 年 12 月 10 日→2008-12-10 

半角数字 

- 

(HYPHEN-MINUS) 

10 固定 □ ○ 

 

 

4-1-2 打合せ簿管理項目 

 電⼦媒体に格納する打合せ簿管理ファイル（MEET.XML）に記⼊する管理項⽬は、下表に⽰すとおりである。 
表 4-1-2 打合せ簿管理項目（1/2） 

分類・項目名 記入内容 データ表現 文字数 記入者 必要度 

打
合
せ
簿
情
報 

※ 

シリアル番号 

打合せ簿の通し番号を記入する。連番を原則と

するが、やむをえない理由がある場合は中抜け

(欠番)してもよい。 

12 番目を「00012」のように 0を付けて表現し

てはいけない。 

半角数字 5 □ ◎ 

 

上位打合せ簿シリア

ル番号 

当該打合せ簿から派生した上位にあたる打合せ

簿のシリアル番号を記入する。(本項目はシリア

ル番号の属性として保持) 

例）シリアル番号「20」の打合せ簿の上位にシ

リアル番号「5」の打合せ簿が該当する場合は、

「5」と記入する。 

半角英数字 15 □ ○ 

下位打合せ簿シリア

ル番号 

当該打合せ簿が派生した下位にあたる打合せ簿

のシリアル番号を記入する。(本項目はシリアル

番号の属性として保持) 

例）シリアル番号「5」の打合せ簿の下位にシリ

アル番号「20」の打合せ簿が該当する場合は、

「20」と記入する。 

半角英数字 15 □ ○ 

工事帳票種類 

「打合せ簿」「工事履行報告書」「材料確認願」

「段階確認書」「確認・立会願」の工事帳票の鑑

の種類を記入する 

全角文字 

半角英数字 
16 □ ◎ 

打合せ簿種類 

発議事項を記入する。(「指示」「承諾」「協議」

「提出」「報告」「通知」「確認」「立会」「その

他」) 

全角文字 

半角英数字 
16 □ ◎ 

打合せ簿名称 
打合せ簿の標題もしくは打合せ簿の内容を簡潔

に記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ◎ 

管理区分 

「施工計画」「施工体制」「施工管理」「安全管

理」「工程管理」「出来形管理」「品質管理」「契

約変更」「その他」等の管理区分を記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ○ 

関
連
資
料 

図面ファイル名 
関連する図面がある場合は、図面管理項目の

「図面ファイル名」を記入する。(複数記入可) 

半角英数大 

文字 
12 固定 □ △ 

シリアル番号 
関連する写真がある場合は、写真管理項目の

「シリアル番号」を記入する。(複数記入可) 
半角数字 7 □ △ 

作成者 

打合せ簿の作成者を記入する。 

(受注者：現場代理人、監理技術者 等) 

(発注者：監督職員 等) 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ◎ 

提出先 
打合せ簿の提出先(発注者、受注者)を記入す

る。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ◎ 

発行日付 

発行元が打合せ簿を発行した年月日を CCYY-MM-

DD 方式で記入する。月または日が 1 桁の数の場

合「0」を付加して、必ず 10 桁で記入する。

(CCYY：西暦の年数、MM：月、DD：日) 

例)平成 20 年 12 月 10 日→2008-12-10 

半角数字 

- 

(HYPHEN-MINUS) 

10 固定 □ ◎ 

受理日付 

提出先担当者(請負者:現場代理人、監理技術者

等、発注者:監督職員等)が打合せ簿を受理した

年月日を CCYY-MM-DD 方式で記入する。月または

日が 1桁の数の場合「0」を付加して、必ず 10

桁で記入する。(CCYY：西暦の年数、MM：月、

DD：日) 

例)平成 20 年 12 月 10 日→2008-12-10 

半角数字 

- 

(HYPHEN-MINUS) 

10 固定 □ ◎ 

完了日付 

発注者又は請負者が処理・回答した年月日があ

る場合は CCYY-MM-DD 方式で記入する。月または

日が 1桁の数の場合「0」を付加して、必ず 10

桁で記入する。(CCYY：西暦の年数、MM：月、

DD：日) 

例)平成 20 年 12 月 10 日→2008-12-10 

半角数字 

- 

(HYPHEN-MINUS) 

10 固定 □ ○ 
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現⾏（平成 30 年 5 ⽉ 1 ⽇） 改定（令和 2 年 4 ⽉ 1 ⽇） 備考 
表 4-1-2 打合せ簿管理項目（2/2） 

分類・項目名 記入内容 データ表現 文字数 記入者 必要度 

打
合
せ
簿
情
報 

※ 

オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
ァ
イ
ル
情
報
※ 

打合せ簿オリジナル

ファイル名 

打合せ簿ファイル名を、拡張子を含めて記入す

る。 

半角英数大 

文字 
12 ▲ ◎ 

打合せ簿オリジナル

ファイル日本語名 
打合せ簿ファイルに関する日本語名を記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

工
種
区
分
※ 

工種 
工種以下の分類が明確で記入可能であれば、新土

木工事積算体系のレベル 2「工種」を記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ○ 

種別 
工種以下の分類が明確で記入可能であれば、新土

木工事積算体系のレベル 3「種別」を記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ○ 

細別 
工種以下の分類が明確で記入可能であれば、新土

木工事積算体系のレベル 4「細別」を記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ○ 

打合せ簿オリジナル

ファイル作成ソフト

バージョン情報 

格納した打合せ簿オリジナルファイルを作成した

ソフトウェア名とバージョンを記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ◎ 

オリジナルファイル

内容 

オリジナルファイルの内容、もしくは打合せ簿オ

リジナルファイルに記載されている内容を簡潔に

記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ◎ 

そ
の
他 

受注者説明文 
受注者側で打合せ簿に関して特記すべき事項があ

る場合は記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

発注者説明文 

発注者側で打合せ簿に関して特記すべき事項があ

る場合(発注者から指示を受けた場合)は記入す

る。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

予備 
説明文以外で特記すべき事項があれば記入する。

(複数記入可) 

全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

ソフトメーカー用 TAG 
ソフトウェアメーカーが管理のために使用する。 

(複数記入可) 

全角文字 

半角英数字 
127 ▲ △ 

 

全角文字と半角英数字が混在している項目については、全角の文字数を示しており、半角英数字 2

文字で全角文字 1文字に相当する。表に示している文字数以内で記入する。 

【記入者】□：電子成果品作成者が記入する項目。 

▲：電子成果品作成ソフト等が固定値を自動的に記入する項目。 

【必要度】◎：必須記入。 

       ○：条件付き必須記入。（データが分かる場合は必ず記入する。） 

       △：任意記入。 

※複数ある場合は、この項を必要な回数繰り返す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4-1-2 打合せ簿管理項目（2/2） 

分類・項目名 記入内容 データ表現 文字数 記入者 必要度 

打
合
せ
簿
情
報 

※ 

オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
ァ
イ
ル
情
報
※ 

打合せ簿オリジナル

ファイル名 

打合せ簿ファイル名を、拡張子を含めて記入す

る。 

半角英数大 

文字 
13 ▲ ◎ 

打合せ簿オリジナル

ファイル日本語名 
打合せ簿ファイルに関する日本語名を記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

工
種
区
分
※ 

工種 
工種以下の分類が明確で記入可能であれば、新土

木工事積算体系のレベル 2「工種」を記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ○ 

種別 
工種以下の分類が明確で記入可能であれば、新土

木工事積算体系のレベル 3「種別」を記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ○ 

細別 
工種以下の分類が明確で記入可能であれば、新土

木工事積算体系のレベル 4「細別」を記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ○ 

打合せ簿オリジナル

ファイル作成ソフト

バージョン情報 

格納した打合せ簿オリジナルファイルを作成した

ソフトウェア名とバージョンを記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ◎ 

オリジナルファイル

内容 

オリジナルファイルの内容、もしくは打合せ簿オ

リジナルファイルに記載されている内容を簡潔に

記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ◎ 

そ
の
他 

受注者説明文 
受注者側で打合せ簿に関して特記すべき事項があ

る場合は記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

発注者説明文 

発注者側で打合せ簿に関して特記すべき事項があ

る場合(発注者から指示を受けた場合)は記入す

る。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

予備 
説明文以外で特記すべき事項があれば記入する。

(複数記入可) 

全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

ソフトメーカー用 TAG 
ソフトウェアメーカーが管理のために使用する。 

(複数記入可) 

全角文字 

半角英数字 
127 ▲ △ 

 

全角文字と半角英数字が混在している項目については、全角の文字数を示しており、半角英数字 2

文字で全角文字 1文字に相当する。表に示している文字数以内で記入する。 

【記入者】□：電子成果品作成者が記入する項目。 

▲：電子成果品作成ソフト等が固定値を自動的に記入する項目。 

【必要度】◎：必須記入。 

       ○：条件付き必須記入。（データが分かる場合は必ず記入する。） 

       △：任意記入。 

※複数ある場合は、この項を必要な回数繰り返す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



現⾏（平成 30 年 5 ⽉ 1 ⽇） 改定（令和 2 年 4 ⽉ 1 ⽇） 備考 
4-1-7 業務管理項目 

 電⼦媒体に格納する業務管理ファイル（INDEX_D.XML）に記⼊する業務管理項⽬については、下表に⽰すとお

りである。なお、下表は、⼀部の項⽬について記⼊内容を⻘森県独⾃に変更している。（太字下線部分） 

 
表 4-1-7 業務管理項目（1/3） 

分類・項目名 記入内容 データ表現 文字数 記入者 必要度 

基
礎
情
報 

メディア番号 
提出した電子媒体の通し番号を記入する。単一の電

子媒体であれば 1 となる。 
半角数字 8 □ ◎ 

メディア総枚数 提出した電子媒体の総枚数を記入する。 
半角数字 8 

□ ◎ 

適用要領基準 

電子成果品の作成で適用した要領・基準の版(「土

木 201603-01」で固定)を記入する。 

(分野：土木、西暦年：2016、月：03、版：01) 

全角文字 

半角英数字 
30 ▲ ◎ 

報告書フォルダ名 

報告書を格納するために「REPORT」フォルダを作成

した場合はフォルダ名称（REPORT で固定）を記入

する。 

半角英数大 

文字 
6 固定 ▲ ○ 

報告書オリジナルファイ 

ルフォルダ名 

報告書オリジナルを格納するフォルダ名称

(REPORT/ORG で固定)を記入する。 

半角英数大 

文字 
10 固定 ▲ ○ 

図面フォルダ名 

図面を格納するために「DRAWING」フォルダを作成

した場合はフォルダ名称（DRAWING で固定）を記入

する。 

半角英数大 

文字 
7 固定 ▲ ○ 

写真フォルダ名 
写真を格納するために「PHOTO」フォルダを作成し

た場合はフォルダ名称(PHOTO で固定)を記入する。 

半角英数大 

文字 
5 固定 ▲ ○ 

測量データフォルダ名 

測量データを格納するために「SURVEY」フォルダを

作成した場合はフォルダ名称(SURVEY で固定)を記

入する。 

半角英数大 

文字 
6 固定 ▲ ○ 

地質データフォルダ名 

地質データを格納するために「BORING」フォルダを

作成した場合はフォルダ名称(BORING で固定)を記

入する。 

半角英数大 

文字 
6 固定 ▲ ○ 

業
務
件
名
等 

業務実績システムバ-ジ 

ョン番号 

管理項目の記入で参照しているテクリスのマニュア

ル(コ-ド表)のバージョン(システムのバージョン)

を記入する。 

半角数字 12 □ ◎ 

業務実績システム登録番

号 

コリンズ・テクリスセンターが発行する受領書に記

載される番号を記入する。テクリス登録番号がない

業務は、「0」を記入する。 

半角英数字 11 ■ ◎ 

設計書コ-ド 
コ-ドの整備がなされるまで当面「0」と記入するこ 

ととする。 
半角英数字 30 ■ ◎ 

業務名称 

業務番号＋業務名称を記入する。業務番号と業務名 

称の間にスペ-スは入れないこととする。なお、業 

務番号の数字は半角で記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 ■ ◎ 

住
所
情
報
※ 

住所コ-ド 

該当地域の住所コ-ドをテクリスの表より選択し記

入する。該当がない場合は「99999」とする(複数入

力可)。 

半角数字 5 固定 □ ◎ 

住所 
該当地域の住所を記入する。(複数記入可) 

契約書に記載されている住所を記入すること。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ◎ 

履行期間-着手 

工期の開始日の年月日を CCYY-MM-DD 方式で記入す

る。月または日が 1 桁の数の場合「0」を付加し

て、必ず 10 桁で記入する。(CCYY：西暦の年数、

MM：月、DD：日) 

例)平成 20 年 11 月 1 日→2008-11-01 

半角数字 

- 

(HYPHEN-MINUS) 

10 固定 ■ ◎ 

履行期間-完了 

工期の終了日の年月日を CCYY-MM-DD 方式で記入す

る。月または日が 1 桁の数の場合「0」を付加し

て、必ず 10 桁で記入する。(CCYY：西暦の年数、

MM：月、DD：日) 

例)平成 21 年 3月 25 日→2009-03-25 

半角数字 

- 

(HYPHEN-MINUS) 

10 固定 ■ ◎ 

 
 

4-1-7 業務管理項目 

 電⼦媒体に格納する業務管理ファイル（INDEX_D.XML）に記⼊する業務管理項⽬については、下表に⽰すとお

りである。なお、下表は、⼀部の項⽬について記⼊内容を⻘森県独⾃に変更している。（太字下線部分） 

 
表 4-1-7 業務管理項目（1/3） 

分類・項目名 記入内容 データ表現 文字数 記入者 必要度 

基
礎
情
報 

メディア番号 
提出した電子媒体の通し番号を記入する。単一の電

子媒体であれば 1 となる。 
半角数字 8 □ ◎ 

メディア総枚数 提出した電子媒体の総枚数を記入する。 
半角数字 8 

□ ◎ 

適用要領基準 

電子成果品の作成で適用した要領・基準の版(「土

木 201903-01」で固定)を記入する。 

(分野：土木、西暦年：2019、月：03、版：01) 

全角文字 

半角英数字 
30 ▲ ◎ 

報告書フォルダ名 

報告書を格納するために「REPORT」フォルダを作成

した場合はフォルダ名称（REPORT で固定）を記入

する。 

半角英数大 

文字 
6 固定 ▲ ○ 

報告書オリジナルファイ 

ルフォルダ名 

報告書オリジナルを格納するフォルダ名称

(REPORT/ORG で固定)を記入する。 

半角英数大 

文字 
10 固定 ▲ ○ 

図面フォルダ名 

図面を格納するために「DRAWING」フォルダを作成

した場合はフォルダ名称（DRAWING で固定）を記入

する。 

半角英数大 

文字 
7 固定 ▲ ○ 

写真フォルダ名 
写真を格納するために「PHOTO」フォルダを作成し

た場合はフォルダ名称(PHOTO で固定)を記入する。 

半角英数大 

文字 
5 固定 ▲ ○ 

測量データフォルダ名 

測量データを格納するために「SURVEY」フォルダを

作成した場合はフォルダ名称(SURVEY で固定)を記

入する。 

半角英数大 

文字 
6 固定 ▲ ○ 

地質データフォルダ名 

地質データを格納するために「BORING」フォルダを

作成した場合はフォルダ名称(BORING で固定)を記

入する。 

半角英数大 

文字 
6 固定 ▲ ○ 

業
務
件
名
等 

業務実績システムバ-ジ 

ョン番号 

管理項目の記入で参照しているテクリスのマニュア

ル(コ-ド表)のバージョン(システムのバージョン)

を記入する。 

半角数字 12 □ ◎ 

業務実績システム登録番

号 

コリンズ・テクリスセンターが発行する受領書に記

載される番号を記入する。テクリス登録番号がない

業務は、「0」を記入する。 

半角英数字 11 ■ ◎ 

設計書コ-ド 
コ-ドの整備がなされるまで当面「0」と記入するこ 

ととする。 
半角英数字 30 ■ ◎ 

業務名称 

業務番号＋業務名称を記入する。業務番号と業務名 

称の間にスペ-スは入れないこととする。なお、業 

務番号の数字は半角で記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 ■ ◎ 

住
所
情
報
※ 

住所コ-ド 

該当地域の住所コ-ドをテクリスの表より選択し記

入する。該当がない場合は「99999」とする(複数入

力可)。 

半角数字 5 固定 □ ◎ 

住所 
該当地域の住所を記入する。(複数記入可) 

契約書に記載されている住所を記入すること。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ◎ 

履行期間-着手 

工期の開始日の年月日を CCYY-MM-DD 方式で記入す

る。月または日が 1 桁の数の場合「0」を付加し

て、必ず 10 桁で記入する。(CCYY：西暦の年数、

MM：月、DD：日) 

例)平成 20 年 11 月 1 日→2008-11-01 

半角数字 

- 

(HYPHEN-MINUS) 

10 固定 ■ ◎ 

履行期間-完了 

工期の終了日の年月日を CCYY-MM-DD 方式で記入す

る。月または日が 1 桁の数の場合「0」を付加し

て、必ず 10 桁で記入する。(CCYY：西暦の年数、

MM：月、DD：日) 

例)平成 21 年 3月 25 日→2009-03-25 

半角数字 

- 

(HYPHEN-MINUS) 

10 固定 ■ ◎ 
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現⾏（平成 30 年 5 ⽉ 1 ⽇） 改定（令和 2 年 4 ⽉ 1 ⽇） 備考 
表 4-1-7 業務管理項目（2/3） 

分類・項目名 記入内容 データ表現 文字数 記入者 必要度 

場
所
情
報 

測地系 

日本測地系、世界測地系(JGD2000、JGD2011)の

区 

分コ-ドを記入する。日本測地系は「00」、世界

測地系(JGD2000)は「01」、世界測地系(JGD2011)

は「02」を記入する。 

半角数字 2 固定 □ ◎ 

水
系-

路
線
情
報
※ 

対象水系路線コ-ド 
水路・路線コ-ドをテクリスの表より選択し記入

する。該当がない場合は「99999」とする。 
半角数字 5 固定 ■ ○ 

対象水系路線名 対象水系路線名の情報がある場合に記入する。 
全角文字 

半角英数字 
127 □ ○ 

現道-旧道区分 
「現道：1」、「旧道：2」、「新道：3」、「未調査：

0」のいずれかを記入する。 
半角数字 1 固定 □ ○ 

対象河川コ-ド 発注者からの指示がある場合のみ記入。 半角数字 10 □ ○ 

左右岸上下線コ-ド 発注者からの指示がある場合のみ記入。 半角数字 2 □ ○ 

測
点
情
報

※

起点側測点-n 発注者からの指示がある場合のみ記入。 半角数字 4 □ ○ 

起点側測点-m 発注者からの指示がある場合のみ記入。 半角数字 3 □ ○ 

終点側測点-n 発注者からの指示がある場合のみ記入。 半角数字 4 □ ○ 

終点側測点-m 発注者からの指示がある場合のみ記入。 半角数字 3 □ ○ 

距
離
標
情

報
※

起点側距離標-n 発注者からの指示がある場合のみ記入。 半角数字 3 □ ○ 

起点側距離標-m 発注者からの指示がある場合のみ記入。 半角数字 3 □ ○ 

終点側距離標-n 発注者からの指示がある場合のみ記入。 半角数字 3 □ ○ 

終点側距離標-m 発注者からの指示がある場合のみ記入。 半角数字 3 □ ○ 

境
界
座
標
情
報 

西側境界座標経度 

対象領域の最西端の外側境界の経度を記入す

る。度(4 桁)分(2 桁)秒(2 桁) 

対象領域が西経の場合は、頭文字に「-」

（HYPHEN-MINUS）を含み 4桁を記入する。 

該当がない場合は「99999999」とする。 

半角数字 

- 

(HYPHEN-MINUS) 

8 □ ◎ 

東側境界座標経度 

対象領域の最東端の外側境界の経度を記入す

る。度(4 桁)分(2 桁)秒(2 桁) 

対象領域が西経の場合は、頭文字に「-」

（HYPHEN-MINUS）を含み 4桁を記入する。 

該当がない場合は「99999999」とする。 

半角数字 

- 

(HYPHEN-MINUS) 

8 □ ◎ 

北側境界座標緯度 

対象領域の最北端の外側境界の緯度を記入す

る。度(4 桁)分(2 桁)秒(2 桁) 

対象領域が南緯の場合は、頭文字に「-」

（HYPHEN-MINUS）を含み 4桁を記入する。 

該当がない場合は「99999999」とする。 

半角数字 

- 

(HYPHEN-MINUS) 

8 □ ◎ 

南側境界座標緯度 

対象領域の最南端の外側境界の緯度を記入す

る。度(4 桁)分(2 桁)秒(2 桁) 

対象領域が南緯の場合は、頭文字に「-」

（HYPHEN-MINUS）を含み 4桁を記入する。 

該当がない場合は「99999999」とする。 

半角数字 

- 

(HYPHEN-MINUS) 

8 □ ◎ 

施
設
情
報 

施設名称 施設名称を記入する。 
全角文字 

半角英数字 
127 □ ○ 

発
注
者
情
報 

発注者機関コ-ド 発注者機関コ-ド記入する。 半角数字 8 固定 ■ ◎ 

発注者機関事務所名 発注機関・事務所の名称を記入する。 
全角文字 

半角英数字 
127 ■ ◎ 

受
注
者
情
報 

受注者名 企業名(正式名称)を記入する。 
全角文字 

半角英数字 
127 □ ◎ 

受注者コ-ド 

テクリスセンターから通知される企業 ID を記入

する。受注者コ-ドを持たない受注者は「0」を

記入する。 

半角英数字 10 □ ◎ 

 
 
 

表 4-1-7 業務管理項目（2/3） 

分類・項目名 記入内容 データ表現 文字数 記入者 必要度 

場
所
情
報 

測地系 

日本測地系、世界測地系(JGD2000、JGD2011)の

区 

分コ-ドを記入する。日本測地系は「00」、世界

測地系(JGD2000)は「01」、世界測地系

(JGD2011)は「02」を記入する。 

半角数字 2 固定 □ ◎ 

水
系-

路
線
情
報
※ 

対象水系路線コ-ド 
水路・路線コ-ドをテクリスの表より選択し記

入する。該当がない場合は「99999」とする。 
半角数字 5 固定 ■ ○ 

対象水系路線名 対象水系路線名の情報がある場合に記入する。 
全角文字 

半角英数字 
127 □ ○ 

現道-旧道区分 
「現道：1」、「旧道：2」、「新道：3」、「未調

査：0」のいずれかを記入する。 
半角数字 1 固定 □ ○ 

対象河川コ-ド 発注者からの指示がある場合のみ記入。 半角数字 10 □ ○ 

左右岸上下線コ-ド 発注者からの指示がある場合のみ記入。 半角数字 2 □ ○ 

測
点
情
報

※

起点側測点-n 発注者からの指示がある場合のみ記入。 半角数字 4 □ ○ 

起点側測点-m 発注者からの指示がある場合のみ記入。 半角数字 3 □ ○ 

終点側測点-n 発注者からの指示がある場合のみ記入。 半角数字 4 □ ○ 

終点側測点-m 発注者からの指示がある場合のみ記入。 半角数字 3 □ ○ 

距
離
標
情

報
※

起点側距離標-n 発注者からの指示がある場合のみ記入。 半角数字 3 □ ○ 

起点側距離標-m 発注者からの指示がある場合のみ記入。 半角数字 3 □ ○ 

終点側距離標-n 発注者からの指示がある場合のみ記入。 半角数字 3 □ ○ 

終点側距離標-m 発注者からの指示がある場合のみ記入。 半角数字 3 □ ○ 

境
界
座
標
情
報 

西側境界座標経度 

対象領域の最西端の外側境界の経度を記入す

る。度(4 桁)分(2 桁)秒(2 桁) 

対象領域が西経の場合は、頭文字に「-」

（HYPHEN-MINUS）を含み 4桁を記入する。 

該当がない場合は「99999999」とする。 

半角数字 

- 

(HYPHEN-MINUS) 

8 □ ◎ 

東側境界座標経度 

対象領域の最東端の外側境界の経度を記入す

る。度(4 桁)分(2 桁)秒(2 桁) 

対象領域が西経の場合は、頭文字に「-」

（HYPHEN-MINUS）を含み 4桁を記入する。 

該当がない場合は「99999999」とする。 

半角数字 

- 

(HYPHEN-MINUS) 

8 □ ◎ 

北側境界座標緯度 

対象領域の最北端の外側境界の緯度を記入す

る。度(4 桁)分(2 桁)秒(2 桁) 

対象領域が南緯の場合は、頭文字に「-」

（HYPHEN-MINUS）を含み 4桁を記入する。 

該当がない場合は「99999999」とする。 

半角数字 

- 

(HYPHEN-MINUS) 

8 □ ◎ 

南側境界座標緯度 

対象領域の最南端の外側境界の緯度を記入す

る。度(4 桁)分(2 桁)秒(2 桁) 

対象領域が南緯の場合は、頭文字に「-」

（HYPHEN-MINUS）を含み 4桁を記入する。 

該当がない場合は「99999999」とする。 

半角数字 

- 

(HYPHEN-MINUS) 

8 □ ◎ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



現⾏（平成 30 年 5 ⽉ 1 ⽇） 改定（令和 2 年 4 ⽉ 1 ⽇） 備考 
表 4-1-7 業務管理項目（3/3） 

分類・項目名 記入内容 データ表現 文字数 記入者 必要度 

業
務
情
報 

主な業務の内容 

テクリスコ-ド表より、主な業務の内容を「1.調

査設計」「2.地質調査」「3.測量」「4.その他」か

ら選択し番号を記入する。 

半角数字 1 固定 ■ ◎ 

業務分野コ-ド 
業務分野コ-ド表より選択し記入する。(複数記

入可能) 
半角英数字 7 固定 ■ ◎ 

業務キーワード 
業務キーワード集より選択し記入する。(複数記

入可能) 

全角文字 

半角英数字 
20 ■ ◎ 

業務概要 
業務の概要を記入する。業務の要点が理解しや

すいように簡潔かつ正確に記入する。 

全角文字 

半角英数字 
300 ■ ◎ 

予 備 特記事項がある場合に記入する。(複数記入可) 
全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

ソフトメーカー用 TAG 
ソフトウェアメーカーが管理のために使用す

る。(複数記入可) 

全角文字 

半角英数字 
127 ▲ △ 

 
全角文字と半角英数字が混在している項目については、全角の文字数を示しており、半角英数字 2

文字で全角文字 1文字に相当する。表に示している文字数以内で記入する。 

【記入者】■：テクリスから出力される XML ファイルから取り込むことが可能な項目。 

□：電子成果品作成者が記入する項目。 

▲：電子成果品作成ソフト等が固定値を自動的に記入する項目。 

【必要度】◎：必須記入。 

       ○：条件付き必須記入。（データが分かる場合は必ず記入する。） 

       △：任意記入。 

※複数ある場合は、この項を必要な回数繰り返す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 4-1-7 業務管理項目（3/3） 

分類・項目名 記入内容 データ表現 文字数 記入者 必要度 

施
設
情
報
※ 

施設コード 

施設コードを記入する。  

(0101)橋梁、(0102)横断歩道橋、(0103)トンネ

ル、(0104)シェッド、(0105)大型カルバート、

(0106)門型標識等、(0199)その他（道路分

野）、(0201)ダム、(0202)砂防、(0203)災害復

旧、(0204)堤防、(0205)水門、(0206)河川、

(0207)樋門・樋管、(0208)河川構造物、(0299)

その他(河川分野)、(0501)直轄砂防施設、

(0599)その他（河川分野）、(0601)都市公園、

(0699)その他(公園)、(9999)その他(上記 4分

野以外の施設) 

半角数字 4 □ ○ 

施設名称 施設名称を記入する。 
全角文字 

半角英数字 
127 □ ○ 

測地系 

日本測地系(旧測地系)、世界測地系

(JGD2000,JGD2011)の区分コードを記入する。

日本測地系は「00」、世界測地系(JGD2000)は

「01」、世界測地系(JGD2011)は「02」を記入す

る。 

半角数字 2 固定 □ ○ 

緯
度
経
度*1) 

施設情報 

緯度 

施設の代表点の緯度を記入する。  

度（4桁） 分（2 桁） 秒（2桁）  

対象領域が南緯の場合は、頭文字に「-」  

（HYPHEN-MINUS）を含み 4桁とする。  

半角数字  

-  

（HYPHEN-  

MINUS） 

8 

□ ○ 

施設情報 

経度 

施設の代表点の緯度を記入する。  

度（4桁） 分（2 桁） 秒（2桁）  

対象領域が西経の場合は、頭文字に「-」  

（HYPHEN-MINUS）を含み 4桁とする。  

半角数字  

-  

（HYPHEN-  

MINUS） 

8 

平
⾯
直
⾓
座
標*1) 

施設情報  

平面直角座標  

系番号 *2)  

施設の代表点の平面直角座標（19 系）の系番

号を記入する。  
半角英数字  2 

□ ○ 

施設情報  

平面直角座標  

X 座標  

施設の代表点の平面直角座標（19 系）を X 座

標で記入する。(m)  

半角数字  

-  

（HYPHEN-  

MINUS） 

11 

施設情報  

平面直角座標  

Y 座標  

施設の代表点の平面直角座標（19 系）を Y 座

標で記入する。(ｍ)  

半角数字  

-  

（HYPHEN-  

MINUS） 

11 

発
注
者
情
報 

発注者機関コ-ド 発注者機関コ-ド記入する。 半角数字 8 固定 ■ ◎ 

発注者機関事務所名 発注機関・事務所の名称を記入する。 
全角文字 

半角英数字 
127 ■ ◎ 

受
注
者
情
報 

受注者名 企業名(正式名称)を記入する。 
全角文字 

半角英数字 
127 □ ◎ 

受注者コ-ド 

テクリスセンターから通知される企業 ID を記

入する。受注者コ-ドを持たない受注者は「0」

を記入する。 

半角英数字 10 □ ◎ 

業
務
情
報 

主な業務の内容 

テクリスコ-ド表より、主な業務の内容を「1.

調査設計」「2.地質調査」「3.測量」「4.その

他」から選択し番号を記入する。 

半角数字 1 固定 ■ ◎ 

業務分野コ-ド 
業務分野コ-ド表より選択し記入する。(複数記

入可能) 
半角英数字 7 固定 ■ ◎ 

業務キーワード 
業務キーワード集より選択し記入する。(複数

記入可能) 

全角文字 

半角英数字 
20 ■ ◎ 

業務概要 
業務の概要を記入する。業務の要点が理解しや

すいように簡潔かつ正確に記入する。 

全角文字 

半角英数字 
500 ■ ◎ 

予 備 特記事項がある場合に記入する。(複数記入可) 
全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 



現⾏（平成 30 年 5 ⽉ 1 ⽇） 改定（令和 2 年 4 ⽉ 1 ⽇） 備考 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４－２ ⼯事および業務委託における事前協議チェックシート 

様式は⻘森県庁のホームページ 
http://www.pref.aomori.lg.jp/kotsu/build/cals.html   に掲載している。 

 
４－３ ⼯事および業務委託の電⼦媒体納品書 

様式は⻘森県庁のホームページ 
http://www.pref.aomori.lg.jp/kotsu/build/cals.html   に掲載している。 

 
４－４ 運⽤ 

平成 21 年 4 ⽉ 1 ⽇ 策定 
平成 22 年 1 ⽉ 1 ⽇ ⼀部改定 
平成 23 年 6 ⽉ 1 ⽇ ⼀部改定 
平成 30 年５⽉ 1 ⽇ ⼀部改定 

 

ソフトメーカー用 TAG 
ソフトウェアメーカーが管理のために使用す

る。(複数記入可) 

全角文字 

半角英数字 
127 ▲ △ 

 
全角文字と半角英数字が混在している項目については、全角の文字数を示しており、半角英数字 2

文字で全角文字 1文字に相当する。表に示している文字数以内で記入する。 

【記入者】■：テクリスから出力される XML ファイルから取り込むことが可能な項目。 

□：電子成果品作成者が記入する項目。 

▲：電子成果品作成ソフト等が固定値を自動的に記入する項目。 

【必要度】◎：必須記入。 

       ○：条件付き必須記入。（データが分かる場合は必ず記入する。） 

       △：任意記入。 

※複数ある場合は、この項を必要な回数繰り返す。 

 

*1) 緯度経度、平面直角座標のいずれか一方のみを記入する。  

*2) 平面直角座標系番号の詳細については、国土地理院のホームページを参照する。 

 
４－２ ⼯事および業務委託における事前協議チェックシート 

(改定無し) 
 

 
４－３ ⼯事および業務委託の電⼦媒体納品書 

（改定無し） 
 
 
４－４ 運⽤ 

平成 21 年 4 ⽉ 1 ⽇ 策定 
平成 22 年 1 ⽉ 1 ⽇ ⼀部改定 
平成 23 年 6 ⽉ 1 ⽇ ⼀部改定 
平成 30 年５⽉ 1 ⽇ ⼀部改定 
令和 2 年 4 ⽉ 1 ⽇  ⼀部改定 




